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古
蹟
志
巻
廿

随
身
せ
ら
れ
し
は
、
深
き
思
食
あ
り
て
の
事
た
る
を
.
定
吉
深
く
も

察
せ
宇
彼
是
献
言
せ
し
に
、
利
長
卿
の
気
色
よ
か
ら
宇
。
迭
に
病
気

保
養
を
申
立
て
、
京
都
へ
赴
き
、
名
を
無
山
と
稽
し
、
隠
遁
者
と
成

り
て
京
都
に
で
卒
せ
り
。
故
に
共
の
遺
跡
も
、
僅
た
る
家
織
を
賜
は

り
、
子
孫
幽
か
怠
る
事
と
は
成
り
た
り
。
奥
村
河
内
守
築
明
が
妻
は

定
吉
の
娘
に
て
、
一
女
子
出
生
せ
し
か
ど
、
離
別
し
て
‘
其
の
由
縁

不
v
知
と
奥
村
糟
に
戟
せ
た
る
も
、
定
吉
の
さ
る
不
首
尾
の
事
共
K
て

退
去
せ
し
よ
り
起
り
て
、
離
別
せ
し
も
の
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
按

4
y
る
花
、
村
井
長
明
の
象
賢
紀
略
に
、
閥
原
陣
の
時
上
方
よ
り
利
長

様
へ
、
秀
額
公
の
御
書
を
石
悶
治
部
少
た
ど
下
し
候
。
則
ち
金
津
御
書

院
に
て
、
高
畠
石
見
・
背
山
佐
渡
・
太
閤
但
馬
・
山
崎
長
門
・
横
山
大

膳
・
篠
原
出
羽
な
ど
、
肥
前
様
御
前
に

τ
御
相
談
の
時
、
高
島
石
州

被
a
申
分
一
利
長
卿
御
意
色
々
物
語
有
v
之
。
共
時
石
見
二
自
に
利
長
卿

御
機
嫌
あ
し
く
、
御
を
ば
む
と
に
候
へ
ど
も
跡
も
し
か
と
御
立
て
怠

く
候
。
是
は
芳
春
院
様
を
御
す
て
候

τ‘
上
方
と
一
所
に
御
成
候
へ

と
被
ν
申
候
事
。
と
載
せ
た
る
趣
旨
に
て
知
ら
れ
け
り
。
今
高
島
氏
の

僻
訟
に
も
、
利
長
卿
の
母
堂
芳
容
院
殿
、
利
家
卿
菟
逝
後
、
徳
川
家

と
の
物
議
起
り
け
る
に
依
っ
て
、
関
東
へ
人
質
と
し
て
下
向
し
給

p
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堤
町
等
悉
く
焼
失
す
。
此
の
時
町
中
を
ば
惣
構
の
外
へ
屋
敷
替
へ
命

ぜ
ら
れ
、
町
剖
調
ふ
。
と
あ
り
。
平
野
屋
牟
助
由
緒
般
に
、
寛
永
十

三
年
町
割
之
刻
、
御
城
へ
被
v
詩
v
召
、
町
割
之
御
鎗
闘
を
以

τ‘
勝
手

宜
底
可
v
奉
v
願
皆
被
=
仰
臥
一
只
今
之
居
屋
敷
器
・
v
願
慮
、
同
年
拝
領
被
a

仰
付
吋
・
な
ど
見
h
た
り
。
さ
れ
ば
南
町
を
今
の
地
へ
迭
り
出
し
た
る

は
、
寛
永
十
三
年
の
事
に
て
、
火
災
の
翌
年
友
る
事
知
ら
れ
け
り
。

十
二
世
定
書
に
載
せ
た
る
金
津
遇
町
筋
町
制
附
に
、
三
町
武
拾
悶
南

町
と
あ
り
。
是
は
今
の
地
へ
移
蹄
せ
し
後
の
町
割
問
敢
附
也
。

O
金
屋
忠
左
衛
門
侮
話

三
登
記
に
云
ふ
。
寛
永
八
年
四
月
十
四
日
、
摩
川
橋
爪
法
般
寺
の
門

前
よ
り
出
火
し
j

河
原
町
一
商
に
火
と
成
り
、
南
風
つ
よ
く
、
次
第

に
大
火
と
成
り
、
御
抜
本
丸
悉
く
焼
亡
す
。
此
の
由
江
戸
へ
聞
え
け

れ
ば
、
震
a
上
使
-
徳
山
五
兵
衛
・
桑
山
左
衛
門

K
.
御
夜
着
・
滞
囲
・
御

小
袖
・
御
惟
子
骨
伊
持
被
為
吟
五
月
十
一
日
に
金
津
到
着
也
o
今
度
の

火
事
に
南
町
の
片
側
は
焼
け
ざ
れ
ば
‘
か
ね
や
忠
左
衛
門
及
び
近
所

一
一
・
三
軒
の
町
屋
上
使
宿
に
被
=
仰
付
二
期
方
被
v
命
、
通
ひ
の
子
小
姓

柳
問
長
三
郎
・
佐
藤
伊
織
・
安
彦
兵
部
.
其
の
外
五
・
三
人
替
々
に
参

り
け
り
。
雨
使
頓
て
御
眼
申
上
げ
、
拝
領
物
賜
は
・
り
蹄
ら
れ
け
り
と
。

金
滞
古
蹟
志
巻
廿

一
大

ふ
。
後
大
阪
よ
り
利
長
卿
に
、
秀
額
公
の
助
力
有
v
之
度
旨
申
来
る
に

付
、
利
長
卿
園
老
の
人
々
へ
協
議
し
給
ふ
時
、
定
吉
指
向
で
.
利
家

卿
御
遺
言
の
次
第
も
有
v
之
儀
、
御
母
堂
た
が
ら
芳
容
院
殿
を
捨
て
L

危
り
と
も
、
秀
頼
公
の
御
加
勢
を
可
ν
被
v
成
俄
欺
と
、
外
宿
老
の
人
々

に
も
掛
酌
な
く
献
言
せ
し
底
、
利
長
公
、
親
を
扮
て
よ
と
の
申
分
甚

だ
過
言
た
り
と
、
殊
の
外
立
腹
し
給
ひ
、
夫
れ
よ
り
後
寓
事
不
首
尾

に
付
、
病
無
を
申
立

τ金
滞
を
退
去
し
、
上
方
へ
参
り
遁
世
の
身
分

と
成
り
、
遂
に
京
都
に
て
泉

τた
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
。

町

O
南

此
の
町
は
尾
山
八
町
の
一
町
民
て
、
佐
久
間
盛
政
在
戎
の
頃
に
置
き

た
る
町
名
た
り
。
但
し
共
の
時
代
に
は
、
械
の
甫
方
金
谷
出
丸
の
地

に
あ
り
。
故
に
南
町
と
稽
す
と
三
州
志
等
に
い
へ
り
。
加
府
事
迩
貫

録
に
も
、
昔
は
南
町
は
城
際
の
南
に
あ
り
。
金
屋
町
は
金
谷
門
の
内

に
あ
り
。
城
際
に
町
屋
を
建
世
不
‘
可
v
然
と
て
、
悉
く
温
ひ
退
け
ら

れ
、
各
今
の
所
へ
退
去
す
。
と
あ
り
。
按
4
y
る
に
、
慶
長
の
金
津
披

闘
を
見
る
に
、
玉
泉
院
丸
の
下
、
金
谷
出
丸
内
惣
榔
掘
の
内
に
三
僚

の
町
あ
り
て
、
共
の
中
央
の
一
僚
を
ば
南
町
と
記
載
す
。
三
登
記
に
‘

寛
永
十
二
年
五
月
九
日
河
原
町
の
後
よ
り
出
火
し
、
南
町
・
石
浦
町
・

ー

按
宇
る
に
、
此
の
時
の
南
町
は
、
い
ま
だ
城
南
金
谷
出
丸
の
地
に
あ

り
し
頃
也
。
金
屋
忠
左
衛
門
は
金
屋
忠
兵
衛
の
組
た
り
け
ん
。
御
門

前
町
に
居
住
せ
し
染
工
金
屋
忠
兵
街
の
家
停
に
、
忠
兵
衛
は
後
藤
周

助
の
子
孫
に
て
、
用
助
は
昔
金
屋
町
金
谷
の
地
に
あ
り
し
頃
銀
出
・

吹
鹿
を
勤
め
居
た
り
と
い
へ
り
。
後
藤
周
助
は
、
金
属
丈
仁
の
書
記

に
、
秀
吉
公
の
時
、
大
納
言
様
後
藤
家
之
者
受
人
拝
領
被
v

成
度
旨
御

訴
訟
に
付
、
後
藤
周
助
加
州
へ
罷
下
る
。
矢
問
主
計
と
相
司
に
被
昌
仰

付
一
銀
座
柏
勤
む
。
と
あ
り
て
、
寛
永
十
四
年
間
三
月
の
書
簡
に
‘

金
屋
周
助
と
あ
る
も
の
な
り
。

O
柴
屋
某
偉
話

=
一
蜜
紀
に
一
式
ふ
。
寛
永
十
八
年
の
秋
の
末
、
津
悶
勘
兵
衛
は
切
死
丹

の
宗
徒
た
る
べ
き
事
紛
な
し
と
、
大
手
の
辻
に
高
札
を
立
て
た
り
。

光
高
君
の
御
耳
に
立
ち
、
利
常
卿
へ
飛
脚
を
以
て
被
昌
仰
上
-
け
る
底
、

先
づ
勘
兵
衛
江
戸
へ
罷
越
し
、
申
分
け
仕
る
や
う
に
と
の
事
ゆ
ゑ
、

俄
に
江
戸
へ
参
り
け
り
云
々
。
或
訟
に
‘
南
町
の
上
の
端
に
柴
屋
と

云
ふ
町
人
あ
り
。
日
本
へ
多
薬
粉
は
や
り
来
る
時
、
此
の
柴
屋
と
い

ふ
も
の
初
℃
金
津
に
て
質
弘
め
‘
・
刻
多
業
粉
な
ど
初
て
仕
出
し
け

り
。
故
に
腐
り
歌
の
留
め
に
も
、
柴
屋
た
ぽ
と
や
ら
ん
し
よ
う
や
。
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